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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年12月期第２四半期の連結業績（平成28年１月１日～平成28年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年12月期第２四半期 2,256 0.8 △25 － △91 － △100 － 

27年12月期第２四半期 2,239 0.5 △60 － △62 － △148 － 
 
（注）包括利益 28年12月期第２四半期 △99 百万円 （－％）   27年12月期第２四半期 △149 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年12月期第２四半期 △85.79 － 

27年12月期第２四半期 △127.16 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年12月期第２四半期 4,045 503 12.4 

27年12月期 4,141 603 14.6 
 
（参考）自己資本 28年12月期第２四半期 503 百万円   27年12月期 603 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

28年12月期 － 0.00      

28年12月期（予想）     － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年12月期の連結業績予想（平成28年１月１日～平成28年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 4,868 6.8 70 693.5 41 － 19 － 16.81 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規      －社  （社名）                        、除外      －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期２Ｑ 1,169,424 株 27年12月期 1,169,424 株 

②  期末自己株式数 28年12月期２Ｑ 191 株 27年12月期 191 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期２Ｑ 1,169,233 株 27年12月期２Ｑ 1,169,233 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信

の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（決算補足説明資料の入手方法） 

  当社は、平成28年８月26日（金）に機関投資家及びアナリスト向け決算説明会を開催する予定です。 

  当日使用する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果により緩やかな回復基調が続いておりました

が、中国経済の減速や英国のEU離脱問題などによる海外経済の不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響によ

り景気の下振れリスクがあるなど、先行きは不透明な状況が続いております。

 このような経済状況のもと、当社グループは、循環型システムを創るリーディング・カンパニー・グループとし

て、事業の強化及び拡充を進めてまいりました。

 事業会社であるアミタ株式会社では、２月より、将来的な環境制約下での企業の持続的な発展を支援するトータ

ルサービス「The Sustainable Stage」の提供を開始し、環境戦略・環境取り組みを経営戦略に結合するプログラ

ム設計など、事業立案からその取り組みの実行までトータルで支援してまいります。３月には、宮城県南三陸町が

掲げるバイオマス産業都市構想推進の一環として、宮城県漁業協同組合志津川支所戸倉海域のカキ養殖場に対して

日本初となる「ASC養殖場認証」を発行するなど、地域全体の価値を向上させる包括的な資源循環システム構築を

推進しております。

 また、アミタの100％子会社である台灣阿米達股份有限公司では、３月にシリコンスラリー廃液などの100％リサ

イクル事業を展開する台湾循環資源製造所（台湾彰化県）を開所し、今後の出荷開始により収益貢献につなげてま

いります。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、地上資源事業において国内のリサイクル事業が好調

に推移したことにより2,256,993千円（前期比0.8％増、前期差+17,086千円）となりました。営業損失は有価物取

引ならびに国内のリサイクル事業の粗利率改善により25,059千円（前期比－、前期差+34,976千円）、経常損失は

為替差損の計上等により91,180千円（前期比－、前期差△28,631千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失につ

いては前期に計上していた減損損失ならびに繰越欠損金の減少による繰延税金資産の取り崩しの影響がなくなった

ことにより100,303千円（前期比－、前期差+48,381千円）となりました。

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

① 地上資源事業

 地上資源の製造やリサイクルオペレーション、「廃棄物管理ベストウェイ」や「e-廃棄物管理」等のリサイクル

関連コンサルティングなどを行うこのセグメントでは、国内のリサイクル事業が好調に推移したことにより、売上

高は2,150,356千円（前期比0.3％増、前期差+5,896千円）となりました。営業利益は有価物取引ならびに国内のリ

サイクル事業の粗利率改善により17,900千円（前期比682.6％増、前期差+15,613千円）となりました。

 

② 環境ソリューション事業 

 環境コンサルティングや調査・研究、FSCやMSCなどの認証関連サービスの提供を行うこのセグメントでは、国

内、海外での調査、研究委託業務などの増加に伴い、売上高は106,637千円（前期比9.3％増、前期差+9,092千

円）、営業損失は、売上高の増加により42,960千円（前期比－、前期差+19,363千円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきまして、流動資産は、現金及び預金の余剰資金圧縮などによ

り57,448千円減少、固定資産についても、台湾循環資源製造所建設工事の進捗があった一方で南三陸BIO施設の補

助金受入による圧縮記帳処理を行ったことにより38,267千円減少しました。結果、前連結会計年度末に比べて

95,716千円減少し、4,045,531千円となりました。

 負債につきまして、流動負債は、未払金などの減少により64,741千円減少し、固定負債については、長期借入金

の増加により68,555千円増加しました。結果、前連結会計年度末に比べて3,814千円増加し、3,541,908千円となり

ました。

 純資産につきましては、四半期純損失を計上したことにより前連結会計年度末に比べ99,530千円減少し、

503,623千円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年２月12日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、AMITA ENVIRONMENTAL 

STRATEGIC SUPPORT (MALAYSIA) SDN. BHD.の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 また、第１四半期連結会計期間において、AMITA KUB-BERJAYA KITAR SDN. BHD.の重要性が増したため、持分法

適用の範囲に含めております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更

を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 714,857 689,923 

受取手形及び売掛金 711,567 670,142 

商品及び製品 13,257 24,813 

仕掛品 57,639 45,196 

原材料及び貯蔵品 11,422 13,767 

その他 167,961 175,132 

貸倒引当金 △280 － 

流動資産合計 1,676,424 1,618,976 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 591,016 705,775 

機械装置及び運搬具（純額） 471,140 571,344 

土地 830,187 830,187 

建設仮勘定 239,724 － 

その他（純額） 87,880 83,464 

有形固定資産合計 2,219,948 2,190,772 

無形固定資産 57,816 51,326 

投資その他の資産 187,057 184,456 

固定資産合計 2,464,822 2,426,555 

資産合計 4,141,247 4,045,531 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 423,677 338,456 

1年内返済予定の長期借入金 563,810 621,668 

未払金 413,969 128,946 

未払法人税等 30,491 21,641 

賞与引当金 17,962 43,553 

その他 333,133 564,036 

流動負債合計 1,783,043 1,718,301 

固定負債    

長期借入金 1,323,872 1,394,901 

退職給付に係る負債 234,477 242,786 

資産除去債務 105,049 109,337 

その他 91,650 76,580 

固定負債合計 1,755,050 1,823,606 

負債合計 3,538,094 3,541,908 

純資産の部    

株主資本    

資本金 474,920 474,920 

資本剰余金 244,683 244,683 

利益剰余金 △115,324 △216,266 

自己株式 △183 △183 

株主資本合計 604,095 503,153 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △941 470 

その他の包括利益累計額合計 △941 470 

純資産合計 603,153 503,623 

負債純資産合計 4,141,247 4,045,531 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

売上高 2,239,906 2,256,993 

売上原価 1,593,592 1,558,143 

売上総利益 646,314 698,849 

販売費及び一般管理費 706,350 723,909 

営業損失（△） △60,035 △25,059 

営業外収益    

受取利息 69 41 

為替差益 2,105 － 

受取保険金 2,004 － 

保険解約返戻金 3,200 － 

その他 1,209 1,641 

営業外収益合計 8,588 1,683 

営業外費用    

支払利息 9,383 10,780 

持分法による投資損失 － 803 

為替差損 － 55,971 

その他 1,717 248 

営業外費用合計 11,101 67,803 

経常損失（△） △62,548 △91,180 

特別利益    

補助金収入 － 149,200 

特別利益合計 － 149,200 

特別損失    

減損損失 44,602 － 

固定資産圧縮損 － 148,886 

特別損失合計 44,602 148,886 

税金等調整前四半期純損失（△） △107,150 △90,866 

法人税、住民税及び事業税 14,781 16,291 

法人税等調整額 26,752 △6,854 

法人税等合計 41,533 9,436 

四半期純損失（△） △148,684 △100,303 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △148,684 △100,303 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

四半期純損失（△） △148,684 △100,303 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △584 470 

退職給付に係る調整額 113 － 

その他の包括利益合計 △471 470 

四半期包括利益 △149,155 △99,832 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △149,155 △99,832 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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